
リフレッシュひととき保育 

キャンセル時の連絡時間変更について 
平成３０年４月１日から、キャンセル時の連絡時間が変わります。 

現在…予約日前日の１７時まで    変更後…予約日前日の１６時まで 

上記の時間以降のご連絡になるとキャンセル料（保育料の半額）がかかりますので、ご注意くだ

さい。詳細についてはスタッフまでお気軽にお問い合わせください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

お子さんのベストショットを 

みずべ列車にのせよう！ 

☆受付横の壁面（みずべ列車）に写真を飾ります。 

☆写真はＬ版サイズのもの。 

向きは縦・横どちらでも構いません。 

☆掲示は３月いっぱいまで行い、写真は返却します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

江東区大島子ども家庭支援センター “みずべ” 
〒136-0072 東京都江東区大島 4-1-37 

TEL 03-5836-1621   FAX 03-5836-1627  相談専用電話 03-5836-1625 

E-mail oojimakosodate@ka.baynet.ne.jp URL  http://www.koto-kosodate-portal.jp/mizube/ 

指定管理者：社会福祉法人雲柱社  

    

みんなでゆっくり    

お話しませんか？ 

「助産師さんとの懇談会」 

８日（木）１０：３０～ 
 

授乳・夜泣き、お母さんのおっぱい手当て、

産前産後の体調、こどもの健康について、そ

の他ちょっとしたお悩み事でも結構です。 
 

定 員：８名     申 込：受付中 

小物作りが好きな方や、工作

が苦手な方も大歓迎です！ 

「かんたん手作り」 

９日（金）１０：３０～ 
 

今回は「おはなのバッジ」を作ります。  

事前申込は不要で、先着１０名程度の参

加になります。 

参加希望の方はプレイルームにお越しくだ

さい。 

ステキな写真 

まってるよ～

♪ 

「成長を祝う会」を今年も行います！ 

  １７日（土）１１：００～  

この１年もたくさん笑ったり、泣いたり色々な経験をして大きくなったみずべっこ達をみなさんと

一緒にお祝いしたいと思います。 

現在、参加申込受付中です。 

申込受付は３月１４日（水）までとなりますので、お早目にお申込みください。 
 

現在、会を一緒に盛りあげる「成長を祝い隊」を募集しています。出し物や部屋飾りの内容

等、アイディアを出し合いながら、思い出に残る素敵な会を作りましょう。 

「成長を祝い隊」にご協力いただける方はスタッフまでお声掛けください。  

ご注意 

ください！ 
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大島みずべ かわらばん 

 

みんなでつくる子育てひろば  

 

 

 

 

みずべのかわいいオリンピック?! 

４年に１度の冬季オリンピックが真っ盛りですね。開催地は寒いのが常なのでしょうが、

今回行われた場所は、零下１０～２０度という私たちには想像つきにくい寒さで、選手の

方や観客の方のころころに着込んだ服装を見て半端じゃない寒さなんだと感じました。 

わずかな時間で世界の頂点になるために、なみなみならぬ練習を経て、しかも過酷な

気象条件の中でタイムを競い合うその姿に、見ている私たちは何度も胸を熱くさせられま

した。 

みずべの中でも最近なんとも可愛い闘いが繰り広げられています。それは「何でも１番

選手権」です。入口扉から入ってくるのも、みずべカードを出すのも、帰りにもらうのも１番

でないと納得いかないこどもたちがいます。 

先日も１階玄関で一緒になった３歳のＭちゃん、靴を脱いだとたん、「私がいちばーん‼」

と下駄箱に急いで靴を片付けて階段まで走って行きました。後ろから追いつかれないかチ

ラチラ見ながら階段を上っています。「負けないよ～」と言うとそれはもう顔つきも変わり必

死で駆け上がろうとするＭちゃん、上りきるととっても誇らしげに立っていました。 

少し前までは一緒にいるのがうれしくて他のお友だちの後をついて回ったり、傍に寄っ

てみたりしていたこどもたちが、そのうち「自分で！」となんでもお母さんから取り上げて１

人でやろうとする姿があり、そのあとこんな風に人より先にとか、勝った負けたを意識する

ようになってきたのもこどもたちの立派な成長ですね。負けてくやしい感情が芽生えたり、

自分の思い通りにならないことはこども同士の中から学んでいくのではないでしょうか。周

りの大人は付き合っていくのに大変な思いをするかもしれませんが、自分と他者との関係

を作り、社会と関わって生きていくための大切な成長と思って見守ってあげてほしいと思

います。 

こんな風にたくさんのこどもたちの成長をずっと見てくることができて私たちはとっても嬉

しく思っています。こどもたちと同じようにお父さんやお母さんも成長しているのも確かです

ものね。 

今月はそんなみ～んなの成長をみんなでお祝いしたいと心から願っています。 

 

篠原 喜美 
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